
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年 ５月２７日 

学校名   東藤島幼小学校   

校長氏名  木村 悦子     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

  ①東藤島地区の環境について学習します。 

②学校で節電・節水に努めます。 

③育友会や地域と連携して，ゴミ減量やリサイクルに努めます 

 

２ 取組内容 

①環境学習 

・東藤島小学校のビオトープを基に地区の自然環境について学習します。 

 

②節電・節水の取組 

・学校の電気の使用量を調べ，校内放送で節電を呼びかけます。 

・手洗い場や教室に節電・節水を呼びかけるポスターを掲示します。 

 

③地域との連携によるゴミ減量及びリサイクル 

・アルミ缶や古紙の回収を育友会や地域と連携して実施します。 

また，事前に３Ｒについて学習します。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 

   育友会や地域主催のアルミ缶や古紙等の資源回収に積極的に参加させることにより， 
ゴミ減量やリサイクルの必要性について体験的に学ばせる。 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年 １月２８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  東藤島小学校 
 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 東藤島地区の環境について学習します。 

② 学校で節電・節水に努めます。 

③ 育友会や地域と連携して，ゴミ減量やリサイクルに努めます。 

 

 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・東藤島小学校のビオトープを基に自然環境について学習しました。 

                                                

 

 

 

 

 

  〈総合の時間、ゲストティーチャーを招いてのビオトープ生物調査〉 

 

 

 

 

 

 

 

  〈総合の時間、自然環境に関するグループ学習の発表用紙〉 

 

 ②節電・節水の取組 

  ・水や電気の使用量について学習し、節電や節水を呼びかけるポスターを掲示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

③地域との連携によるゴミ減量及びリサイクル 

  ・４Ｒについて学習し、アルミ缶や古紙の回収を育友会や地域と連携して実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

              〈育友会・地域と連携した資源回収〉 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 

  育友会や地域主催のアルミ缶や古紙等の資源回収に積極的に参加させることにより、 

ゴミ減量やリサイクルの必要性について体験的に学ばせる。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① 総合の時間に本校にあるビオトープについて地域の方からお話を聞いたり、環境に関する専門

家をゲストティーチャーに迎えて生物調査をしたりしたことにより、地域の自然環境をよくし

ていきたいという意欲が高まりました。 
② 一人ひとりが総合の時間に追究したい課題を見つけ、同じテーマの児童でグループを作り、課

題を解決することができました。 
③ 自分たちが追究した課題について、みんなに協力してほしいことを発信することで、節電・節

水など環境に配慮した生活をしようとする意欲が高まってきました。また、絶滅危惧種など自

然環境破壊につながる問題があることを友だちから教えてもらったことで、自然環境に配慮し

た生活をする大切さが実感としてわかったようです。 
④ 資源回収などリサイクル運動が地域に定着し、協力する家庭が多くなってきています。   
 

【改善点】 

① 児童には、今年度の学習で学んだ節電・節水等への取組、環境に配慮した生活の仕方を継続す

るように呼びかけていきたい。 
② 保護者や地域の方にも、機会をとらえて学校の取組を広めるようにして、地域の環境に対する

意識を高めていきたい。 
 


